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部活動の募集停止及び廃部について（お知らせ） 

 
寒冷の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げま

す。 

さて、部活動は教員の長時間労働の主な原因とされ、埼玉県教育委員会は平成３０
年７月に「埼玉県の部活動の在り方に関する方針」を策定しました。それによると、指導
内容の充実、生徒の安全の確保、教員の長時間勤務の解消等の観点から円滑に部活動
を実施できるよう、適正な数の運動部・文化部を設置するよう求めています。 
そこで本校では、文部科学省が示した「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革に

ついて」の考え方も踏まえて、一つの部活動を複数教員で指導できるよう、令和５年度
からの部活動数を教員数（３０人）の半分程度（１５部）に削減するよう進めていく予定
です。生徒数及び教員数減少に伴う部活動数の削減について、対象となる部活動は、
本校の「部活動規定」（５名以下であり、継続的、計画的な活動が実施できない場合）及
び次の内容を参考に協議を進めてまいりました。 

・活動状況、部員数、指導者           ・生徒数、教員定数の推移見込み 
・校内活動場所、男女人数のバランス     ・競技経験、指導経験のある教員の状況 
つきましては、下記のとおり、募集停止及び廃部を進めてまいりたいと思います。 
対象となる部に所属する生徒、保護者、顧問、外部指導者の方々で、募集停止及び廃

部等になることを望む人はいらっしゃらないと思います。さらに、将来、入部を希望し
ていた小学生やその保護者の気持ちも考えれば、断腸の思いですが、持続可能な部活
動の運営と活性化に向けて、計画的に進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解
とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
記 

 

○対象となる部活動のスケジュール 

部活動名 
令和２年度 
（現中２） 

令和３年度 
（現中１） 

令和４年度 
（現小６） 

令和５年度 
（現小５） 

柔道 
募 集 

（部員０名） 
募集停止 廃 部  

ソフトボール 募 集 
３年引退後 
（部員０名） 
活動停止 

募集停止 廃 部 

軟式野球 募 集 
募 集 

（部員３名） 
募集停止 

３年引退後 
活動停止 

※今後、募集停止及び廃部となる部に関わる生徒で、大会（個人戦のみ）への出場希望
者は中体連の規定等により、保護者による引率での大会出場及び保険加入を条件
に、別途協議（保護者・本人と校長面接）の上、出場を許可します。 

 



持続可能な部活動の運営に向けて 

 

校長 髙橋 利明  

 

学校の「部活動」は、歴史や伝統、地域の願いなどとも重なり、顧問（教員）、

保護者や外部指導者の皆さま方の協力によって、地域スポーツや地域文化活動の拠

点としての役割を果たしてきました。部活動は、学校の教育課程には含まれない活

動ですが、自主的・自発的な運動や文化活動を通して、子どもたちの自立や社会

性・協調性の向上、そして大人への成長など、授業だけでは学べない体験的で実践

的な活動の場として位置づけ、顧問等の指導により、活動を続けています。 

しかし、生徒数減少により、種目ごとの部員の数も減少し、団体種目として必要

な人数がそろわない部もできるなど、部としての活動に支障が出ている現状があり

ます。 

そこで、本校では令和２年度より生徒数減少に伴う部活動数の検討を行ってきま

した。さらに生徒数減少の影響で、本校では昨年度より学級数が１学級減となり、

教員も１名減となりました。今後、本校校区内小学校児童数の６年間の推移を見て

も学級数の増加は見込めない状況です。 

このような現状において、現在設置している部活動数（1７部）と顧問を受け持

つ教員数(３０名)の不均衡が生じ、１人顧問や顧問の掛け持ち（正顧問が他の部の

副顧問を兼ねる）が大半を占めており、部員の安全確保や大会引率をはじめ、部の

運営など様々な障害が出てきています。 

本校の限られた条件・時間、生徒数、教員数の中で、部活動本来の目的を見失う

ことなく、将来にわたって安定した活動ができるよう部活動の運営について、さら

に見直す必要が出てきました。将来的には生徒の安全を確保し、顧問への過剰な負

担を少しでも軽くするために各部活動を複数の教員で担当し、運営する体制づくり

が必要だと考えています。 

そこで、令和２年度から新入生の入部希望状況により、部活動数の削減に踏み切

ることとし、計画的に、継続的に検討していきたいと考えています。 

学校が多彩な種目を設定し、生徒に自分の適性や希望に添った部活動を選ばせて

やりたいという気持ちは、保護者や地域のスポーツ団体関係者のみなさんと同じで

す。しかし、それをこれまでと同じ体制で、実現させることが困難な状況にあるこ

とをご理解して頂き、ご協力をお願いいたします。 


